[bookmark: _GoBack]論文投稿時の利益相反申告書
日本災害医学会 編集委員会 御中
申告日　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日
＜論文名（和文）＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　   

＜著者署名＞				　　　 		      事務局使用欄
							　論文番号　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 会員確認　　　　　　　　 　


□ 本論文内容の研究・活動時点から投稿までの時点で、自身および親族には開示すべき利益相反　　
　状況がないことを誓約します。
□ 本論文内容の研究・活動時点から投稿までの時点で、自身および親族の利益相反状況につき、　
　以下のとおり開示するとともに、内容に虚偽がないことを誓約します（以下、A〜Bに記載）。
　なお、社会的・法的な要請が生じた場合は、本申告書の内容が公開されうることを承認します。


注1 本書式は、著者1名に付き1セットを要する。
注2　本書式の欄が不足する場合は、適宜追加してよい。
注3　本書式は、本学会の倫理委員会および編集委員会で定めた期間に従い学会事務局にて保管する。




A.申告者自身の申告事項
１．企業や営利を目的とした団体の役員、顧問職の有無とその報酬額 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□ 有・□無 (有の場合は企業・団体名、役割を記載) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※1つの企業・団体から期間内に支払われた報酬額が合計で100万円以上であれば、金額も記載する 
	
	企業・団体名
	役割(役員・顧問等)
	報酬額

	1
	
	
	

	2
	
	
	

	3
	
	
	

	4
	
	
	

	5
	
	
	


２．株の保有と、その株式から得られる利益
□ 有・□無 (有の場合は企業名、持ち株数、申告時の株価を記載)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※当該株式の5%以上の保有があれば、”5%以上保有”の欄にチェックを入れる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※1つの企業から期間内に支払われた利益が合計で100万円以上であれば、金額も記載する 
	
	企業名
	持ち株数
	5%以上保有
	申告時の株価(1株あたり)
	過去1年間の本株式による利益

	1 
	
	
	
	
	

	2 
	
	
	
	
	

	3 
	
	
	
	
	

	4 
	
	
	
	
	

	5 
	
	
	
	
	


３．企業や営利を目的とした団体から特許権使用料として支払われた報酬
□ 有・□無 (有の場合は企業・団体名と特許名を記載) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※1つの企業・団体から期間内に支払われた特許権使用料・譲渡料が合計で100万円以上であれば、金額も記載する 
	
	企業・団体名
	特許名
	特許権使用料・譲渡料

	1 
	
	
	

	2 
	
	
	

	3 
	
	
	

	4 
	
	
	

	5 
	
	
	


４．企業や営利を目的とした団体より、会議の出席(発表)に対して支払われた日当(講演料など) 　　　　　□有・□無 (有の場合は企業・団体名と資金提供者を記載)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※1つの企業・団体から期間内に支払われた講演料が合計で100万円以上であれば、金額も記載する 
	
	企業・団体名
	講演料等の金額

	1 
	
	

	2 
	
	

	3 
	
	

	4 
	
	

	5 
	
	


５．企業や営利を目的とした団体からパンフレットなどの執筆に対して支払われた原稿料
□ 有・□無 (有の場合は企業・団体名と資金提供者を記載) 				　　　　※1つの企業・団体から期間内に支払われた原稿料が合計で100万円以上であれば、金額も記載する 
	
	企業・団体名
	原稿料の金額

	1 
	
	

	2 
	
	

	3 
	
	

	4 
	
	

	5 
	
	


６．企業や営利を目的とした団体が提供する研究費 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□有・□無 (有の場合は企業・団体名、研究名を記載) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※1つの企業・団体から期間内に受けた研究費が合計で200万円以上であれば、金額も記載する　　　　　　　　　　　　　　　　　　※大学等が定める事務経費等を差し引かず、企業・団体からの全入金額を記載する 
	
	企業・団体名
	研究名
	金額

	1 
	
	
	

	2 
	
	
	

	3 
	
	
	

	4 
	
	
	

	5 
	
	
	


７．その他の報酬(研究とは直接関係がない、旅行・贈答品など)
□有・□無 (有の場合は企業・団体名、報酬内容を記載) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※1つの企業・団体から期間内に受けた報酬が合計で30万円以上であれば、金額も記載する
	
	企業・団体名
	報酬内容
	報酬額

	1 
	
	
	

	2 
	
	
	

	3 
	
	
	

	4 
	
	
	

	5 
	
	
	





B.申告者の配偶者、一親等内の親族、または収入・財産を共有する者の申告事項 　　　　　　　　　　　　　申告研究者との関係： 　　　　　　　　　　　　　　（対象者が複数の場合、人数分の本書式を使用する。）
１．企業や営利を目的とした団体の役員、顧問職の有無と報酬額
□有・□無 (有の場合は企業・団体名、役割を記載) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※1つの企業・団体から期間内に支払われた報酬額が合計で100万円で以上あれば、金額も記載する 
	
	企業・団体名
	役割（役職等）
	報酬額

	1 
	
	
	

	2 
	
	
	

	3 
	
	
	

	4 
	
	
	

	5 
	
	
	


２．株の保有と、その株式から得られる利益 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□有・□無 (有の場合は企業名を記載) 　　　　　　　　　　　			　　　　　　　　　　※当該株式の5%以上の保有があれば、"5%以上保有"の欄にチェックを入れる 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※1つの企業から期間内に支払われた利益が合計で100万円以上であれば、金額も記載すること 

	
	企業名
	持ち株数
	5%以上保有
	申告時の株価　　　　(1株あたり)
	過去1年間の本株式による利益

	1 
	
	
	
	
	

	2 
	
	
	
	
	

	3 
	
	
	
	
	

	4 
	
	
	
	
	

	5 
	
	
	
	
	


３．企業や営利を目的とした団体から特許権使用料・譲渡料として支払われた報酬
□有・□無 (有の場合は企業・団体名と特許名を記載) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※1つの企業・団体から期間内に支払われた特許権使用料・譲渡料が合計で100万円以上であれば、金額も記載する 
	
	企業・団体名
	特許名
	特許権使用料・譲渡料

	1 
	
	
	

	2 
	
	
	

	3 
	
	
	

	4 
	
	
	

	5 
	
	
	





1

